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4. ラットにおけるギムネマ酸の糖吸収抑制作用

鳥取大医療技術短大笠木 健

ギムネマ・シノレベスタは，インド原産のガガイモ科

植物で，その葉に含まれるギムネマ酸は甘味抑制作用

があることから味覚の研究者には有名な植物である.

タンパク質である甘味受容体と糖との結合により発現

する甘味をギムネマ酸が抑制することから類推して，

タンパク質である小腸糖吸収担体と糖との結合により

発生する小腸糖吸収に対しでも，ギムネマ酸が抑制す

るζとが考えられ，ウィスター系ラットを用いて以下

の実験を行った.

小腸上皮細胞のブドウ糖吸収は Naと共輸送される

ζとに着目したいわゆる糖吸収電位法により実験を行



ったところ，ギムネマ酸はフ事ドウ糖吸収抑制している

ζとが判明した.また，小腸内をブドウ糖溶液を還流

させる腸管濯流法においてもギムネマ酸はブドウ糖の

吸収を抑えているととが示された.これらの ζ とか

ら，ギムネマ鮫のブドウ糖吸収抑制作用は，いわゆる

能動輸送を抑制しているものといえる.

さらに，小践の糖吸収が反映される糖負荷後の血糖

値とその時の血中インスリン濃度を測定した.正常ラ

ット，ストレプトゾトジン誘導糖尿病ラットともに，

ギムネマ酸lとより血糖値上昇が抑制され，開時lと血中

インスリン濃度も抑えられていた.インスリンの抑制

は小践における糖吸収抑制による 2次的なものであ

り，インスリン分泌そのものの抑制ではないと思われ

る.

古来，この植物がインドにおいて糖尿病の生薬とし

て使用される効能の一つには，上記のような糖吸収を

抑制する ζとで，すい臓の保護をしているものと考え

られる.
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